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黒毛和種牛での効率的な過剰排卵処理方法の検討 

［要約］ 薬剤徐放効果があるヒアルロン酸溶液を溶媒としたFSHの１回投与が採胚成

績や胚の品質に与える影響を検討した。黒毛和種経産牛の皮下に、試験１区（生理食塩

水10mL）、試験２区（生理食塩水6mL＋５％ヒアルロン酸溶液4mL）、対照区（生理食塩

水50mL）の溶媒に溶解したFSHを1回投与して過剰排卵処理を行った。大卵胞数、採胚成

績、胚の品質に有意差は認められなかった。 
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［背景・ねらい］ 

供卵牛に対する過剰排卵処理の簡易化のために、50mL の生理食塩水を溶媒とした FSH（

豚由来卵胞刺激ホルモン）製剤の皮下 1 回投与が検討されてきた。投与液量を削減するた

めに薬剤徐放効果がある５％ヒアルロン酸溶液（以下、HA 溶液）を溶媒とした FSH の１回

投与が採胚成績や胚の品質に与える影響を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

1 FSH20AU を対照区は生理食塩水 50ml、試験１区は生理食塩水 10ml、試験２区は生理食

塩水６ml と HA 溶液４ml の混合液にそれぞれ溶解し、皮下注射した（図１）。 

2 CIDR 挿入から採胚までの大卵胞数は、試験区間に有意な差は認められなかったが、人

工授精時(14 日)は、対照区が試験１区及び試験２区に比べ高い傾向であった（図２）。 

3 黄体数、総採胚数、正常胚数、正常胚率、変性胚数及び未受精卵数は、試験区間に有意

な差は認められなかったが、正常胚数及び正常胚率は、試験１区が対照区及び試験２区に

比べて高い傾向であった(表１)。 

  

［成果の活用面・留意点］ 

1 今後は経済性を考慮し、HA 溶液の使用濃度の減量方法について検討する。 

 

［具体的データ］ 
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表１　試験区別採胚成績

試験区 例数

対照区 3 10.0 ± 6.2 12.0 ± 5.3 14.3 ± 4.7 4.7 ± 1.5 32.6 ± 0.2 9.0 ± 5.6 2.3 ± 3.2
試験１区 3 8.7 ± 2.1 11.0 ± 5.0 20.7 ± 15.8 17.0 ± 12.8 82.3 ± 0.0 1.3 ± 0.6 2.3 ± 2.5
試験２区 3 10.3 ± 9.7 5.7 ± 1.5 12.0 ± 12.0 3.7 ± 4.7 30.6 ± 0.5 1.7 ± 2.1 7.0 ± 12.1
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